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）

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課

行
政
第
一
係
長

（

を
活
用
し
た
収
納
を
可
能
と
す
る
た
め
に
必
要
な
規

定
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。

同
条
第
１
項
で
は
、
地
方
税
共
同
機
構
は
、
歳
入
等

の
収
納
に
関
す
る
事
務
の
合
理
化
及
び
納
入
義
務
者
の

利
便
の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
歳
入
等
の
う
ち
、
納

入
義
務
者
が
総
務
省
令
で
定
め
る
方
法
（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

を
用
い
た
方
法
を
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
）
に
よ
り

納
付
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
が

定
め
る
も
の
の
収
納
に
関
す
る
事
務
（
特
定
収
納
事

務
）
に
関
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
全
国
的
に
共
通
の
取
扱
い
と
し
て
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
活
用
し
た
納
付
を
行
う
こ
と
を
可
能
と

す
る
公
金
と
し
て
、

・	

い
ず
れ
の
団
体
に
お
い
て
も
相
当
量
の
取
扱
件
数

が
あ
る
公
金
（
国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
）

・	

そ
の
性
質
上
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
区
域
外
に

も
納
付
者
が
広
く
所
在
す
る
、
公
物
の
占
有
に
伴

う
使
用
料
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
公
金
（
道
路

占
用
料
、
行
政
財
産
目
的
外
使
用
許
可
使
用
料
、

１　

は
じ
め
に

第
２
１
３
回
国
会
に
提
出
さ
れ
た
「
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
令
和
６
年
法
律
第
65

号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
は
、
令
和
６
年

６
月
19
日
に
参
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
・
成
立

し
、
同
月
26
日
に
令
和
６
年
法
律
第
65
号
と
し
て
公

布
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
公
布
及
び
施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
令
和

６
年
７
月
２
日
付
け
総
務
大
臣
通
知
）
の
主
な
記
載

事
項
に
関
連
す
る
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
、
筆
者
個
人

の
見
解
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
御
了
承
い
た

だ
き
た
い
。

２　
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
公
布
及
び
施
行
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
令

和
６
年
７
月
２
日
付
け
総
務
大
臣
通
知
）

の
主
な
記
載
事
項

（
１
）
公
金
の
収
納
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
及
び
情
報

シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
利
用
等
の
た
め
の
規
定
の
整

備
に
関
す
る
事
項

①
公
金
の
収
納
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

改
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
、
改
正
後
の
地
方
自

治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
２
４
３
条
の
２

の
７
は
、
地
方
税
以
外
の
公
金
に
つ
い
て
、ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

行
政
通
知
の
読
み
方
・
使
い
方

連
載

第
38
回
連
載

第
38
回

この連載では、自治体法務に
関わる行政通知を取り上げ、
通知の発出元に、発出の背景
や読み方、使い方などを解説
していただきます。

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
及
び
施
行
に
つ
い
て

（
通
知
）

解
説
・

南
谷
　
康
介

）

令
和
６
年
７
月
２
日
総
行
行
第
２
８
０
号
、
総
行
市
第
75
号
、
総
行
経
第
15
号
、
総
行
デ
第
37
号
、
総

行
公
第
46
号
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
議
会
議
長
、
各
指
定
都
市
市
長
、
各
指
定
都
市
議
会

議
長
宛
、
総
務
大
臣
通
知

（
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港
湾
法
上
の
占
用
料
等
、
河
川
法
上
の
流
水
占
用

料
等
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
納
付
者
が
ど
の
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
も
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
活
用
し
た
納
付
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、対
応
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、

・	

地
方
公
共
団
体
の
普
通
会
計
に
属
す
る
全
て
の
公

金（
※
）
並
び
に
公
営
事
業
会
計
に
属
す
る
公
金

の
う
ち
水
道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料（
加
入
金
、

検
査
手
数
料
な
ど
、
水
道
料
金
又
は
下
水
道
使
用

料
を
受
け
入
れ
て
い
る
口
座
と
同
一
の
口
座
に
お

い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
関
連
す
る
公
金
を
含
む
。）

に
つ
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ
り
ｅ
Ｌ

Ｔ
Ａ
Ｘ
を
活
用
し
た
納
付
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
公

金
と
し
て
、
積
極
的
に
検
討
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と

さ
れ
た
。

※　

令
和
６
年
10
月
４
日
地
方
公
共
団
体
へ
の
公

金
納
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
検
討
に
係
る
関
係
府

省
庁
連
絡
会
議
決
定
に
よ
り
、「
歳
入
歳
出
外

現
金
の
う
ち
、
普
通
会
計
と
同
一
の
口
座
に
お

い
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
公
金
」
を
含
む
こ
と
と

さ
れ
た
。

②
情
報
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
利
用
等

改
正
法
で
は
、
行
政
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
重

要
な
手
段
と
な
っ
て
い
る
「
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
つ

い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
の
運
営
に
関
す
る
事
項
の

一
つ
と
し
て
、
財
務
（
第
９
章
）
や
公
の
施
設
（
第

10
章
）
と
同
様
、
新
た
に
「
第
11
章　

情
報
シ
ス
テ

ム
」
を
設
け
て
い
る
。

第
２
４
４
条
の
５
第
１
項
に
お
い
て
、
地
方
公
共

団
体
は
、
事
務
の
種
類
及
び
内
容
に
応
じ
、
第
２
条

第
14
項
及
び
第
15
項
の
規
定
の
趣
旨
を
達
成
す
る
た

め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム

を
有
効
に
利
用
す
る
と
と
も
に
、
他
の
地
方
公
共
団

体
又
は
国
と
協
力
し
て
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
の
最

適
化
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
、
同
条
第
２
項
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
は
、

情
報
シ
ス
テ
ム
の
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
２
４
４
条
の
６
第
１
項
に
お
い
て
、
地

方
公
共
団
体
の
議
会
及
び
長
そ
の
他
の
執
行
機
関

は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
す
る
た
め
の

方
針
を
定
め
、
及
び
こ
れ
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
条
第
２
項
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
議
会
及

び
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
は
、
方
針
を
定
め
、
又
は

こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公

表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

同
条
第
３
項
で
は
、
総
務
大
臣
は
、
地
方
公
共
団

体
に
対
し
、
方
針
の
策
定
又
は
変
更
に
つ
い
て
、
指

針
を
示
す
と
と
も
に
、
必
要
な
助
言
を
行
う
も
の
と

さ
れ
た
。

（
２
）
地
域
の
多
様
な
主
体
の
連
携
及
び
協
働
の
推

進
に
関
す
る
事
項

改
正
法
で
は
、
第
33
次
地
方
制
度
調
査
会
答
申
を

踏
ま
え
、新
た
に
第
２
６
０
条
の
49
の
規
定
を
設
け
、

地
域
の
多
様
な
主
体
の
連
携
・
協
働
の
理
念
を
定
め

た
上
で
、
当
該
理
念
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
の
生
活

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
資
す
る
活
動
を
行
う
団
体
を
市

町
村
が
「
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
」
と
し
て
指
定

で
き
る
こ
と
と
し
、
指
定
地
域
共
同
活
動
団
体
へ
の

支
援
等
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
て
い
る
。

第
２
６
０
条
の
49
第
１
項
で
は
、
市
町
村
は
、
基

礎
的
な
地
方
公
共
団
体
と
し
て
、
そ
の
事
務
を
処
理

す
る
に
当
た
り
、
地
域
の
多
様
な
主
体
の
自
主
性
を

尊
重
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
主
体
と
協
力
し
て
、
住
民

の
福
祉
の
増
進
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
図
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

同
条
第
２
項
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
同
条
第

１
項
の
趣
旨
を
達
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
地
域
的
な
共
同
活
動
を
行
う
団
体
の
う

ち
、
地
縁
に
よ
る
団
体
そ
の
他
の
団
体
又
は
当
該
団

体
を
主
た
る
構
成
員
と
す
る
団
体
で
あ
っ
て
、
一
定

の
要
件
を
備
え
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
指

定
地
域
共
同
活
動
団
体
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

同
条
第
５
項
に
お
い
て
、
指
定
地
域
共
同
活
動
団

体
が
、
他
の
地
域
的
な
共
同
活
動
を
行
う
団
体
の
関

連
す
る
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
・
効
果

的
に
活
動
を
行
う
こ
と
が
期
待
で
き
る
場
合
は
、
市

町
村
長
に
対
し
て
、
他
の
団
体
と
の
間
の
調
整
を
求
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め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、
調
整
の
求
め
を
受

け
た
市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
、

調
整
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
も
の
と

さ
れ
た
。

ま
た
、
同
条
第
６
項
及
び
第
７
項
に
お
い
て
、
指

定
地
域
共
同
活
動
団
体
の
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、市
町
村
事
務
と
の
相
乗
効
果
を
一
層
図
る
た
め
、

委
託
に
お
け
る
随
意
契
約
と
行
政
財
産
の
貸
付
け
の

特
例
が
設
け
ら
れ
た
。

（
３
）
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態

に
お
け
る
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
等
の
特

例
に
関
す
る
事
項

改
正
法
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
地
方
自
治
法
第
２
編

「
第
14
章　

国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

事
態
に
お
け
る
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
関
係
等
の

特
例
」
の
規
定
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
に
お
け
る
国
と
地
方
公
共
団
体
の
権
限

と
責
任
を
明
確
化
す
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
り
、
改
正

前
の
「
第
11
章　

国
と
普
通
地
方
公
共
団
体
と
の
関

係
及
び
普
通
地
方
公
共
団
体
相
互
間
の
関
係
」（
改

正
後
は
第
12
章
）
の
特
例
と
し
て
、大
規
模
な
災
害
、

感
染
症
の
ま
ん
延
そ
の
他
そ
の
及
ぼ
す
被
害
の
程
度

に
お
い
て
こ
れ
ら
に
類
す
る
国
民
の
安
全
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
（
以
下
「
国
民
の
安
全
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
」
と
総
称
す
る
。）
に
限
っ

て
適
用
さ
れ
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
に
つ
い
て

要
件
・
手
続
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
関
与
は
、
新
第
12
章
に
お
け
る
「
国
又

は
都
道
府
県
の
関
与
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、

要
件
・
手
続
は
、
同
章
に
規
定
さ
れ
た
関
与
の
法
定

主
義
（
第
２
４
５
条
の
２
）
及
び
関
与
の
基
本
原
則

（
第
２
４
５
条
の
３
）
等
に
則
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
に
適
用
さ
れ
る

同
章
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

①
資
料
及
び
意
見
の
提
出
の
要
求

第
２
５
２
条
の
26
の
３
第
１
項
及
び
第
２
項
に
お

い
て
、
各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
そ
の
他
の
都
道

府
県
の
執
行
機
関
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
民
の
安
全
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
等
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
資

料
又
は
意
見
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
た
。

②
事
務
処
理
の
調
整
の
指
示

第
２
５
２
条
の
26
の
４
第
１
項
に
お
い
て
、
各
大

臣
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態

が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
国
民
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
保
護
の

た
め
の
措
置
（
以
下
「
生
命
等
の
保
護
の
措
置
」
と

い
う
。）
の
的
確
か
つ
迅
速
な
実
施
を
確
保
す
る
た

め
、
都
道
府
県
に
お
い
て
、
一
の
市
町
村
の
区
域
を

超
え
る
広
域
の
見
地
か
ら
、
当
該
都
道
府
県
の
事
務

の
処
理
と
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
の
事

務
（
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事

務
の
う
ち
、
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
に
よ
り

指
定
都
市
、
中
核
市
等
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
事
務
に
限
る
。）
の
処
理
と
の
間
の
調
整
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県

に
対
し
、
当
該
調
整
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ

れ
た
。

③
生
命
等
の
保
護
の
措
置
に
関
す
る
指
示

第
２
５
２
条
の
26
の
５
第
１
項
に
お
い
て
、
各
大

臣
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態

が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
態
の
規
模
及
び
態
様
、
当
該
国
民
の
安
全
に
重

大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
に
係
る
地
域
の
状
況
そ
の

他
の
当
該
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事

態
に
関
す
る
状
況
を
勘
案
し
て
、
生
命
等
の
保
護
の

措
置
の
的
確
か
つ
迅
速
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
特

に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
当
該
生
命
等
の
保
護
の
措
置
に
関
し
必

要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
閣

議
の
決
定
を
経
て
、
そ
の
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
の
事
務
の

処
理
に
つ
い
て
当
該
生
命
等
の
保
護
の
措
置
の
的
確

か
つ
迅
速
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
講
ず
べ
き
措
置
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に
関
し
、
必
要
な
指
示
（
以
下
「
補
充
的
な
指
示
」

と
い
う
。）
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
条
第
２
項
で
は
、
各
大
臣
は
、
補
充
的

な
指
示
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

当
該
指
示
に
係
る
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
事
態
に
関
す
る
状
況
を
適
切
に
把
握
し
、
生
命

等
の
保
護
の
措
置
の
的
確
か
つ
迅
速
な
実
施
を
確
保

す
る
た
め
講
ず
べ
き
措
置
の
検
討
を
行
う
た
め
、
２

（
３
）
①
の
資
料
又
は
意
見
の
提
出
の
求
め
そ
の
他

の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

第
２
５
２
条
の
26
の
５
第
４
項
に
お
い
て
、
各
大

臣
は
、
補
充
的
な
指
示
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及

び
そ
の
内
容
を
国
会
に
報
告
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。

本
規
定
は
、
衆
議
院
に
お
け
る
修
正
で
追
加
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。補
充
的
な
指
示
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、

国
が
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
べ
き
事
態
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
個
別
法
に
必
要
な
規
定
が
設
け
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
場
面
で
ど
の
よ
う
な
指
示
が
あ
っ
た
の
か
、
国
会

に
お
い
て
も
適
切
に
検
証
し
、
個
別
法
の
制
定
や
改

正
に
関
す
る
議
論
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

④
国
に
よ
る
応
援
の
要
求
及
び
指
示
等

ア
　
地
方
公
共
団
体
相
互
間
の
応
援
の
要
求

第
２
５
２
条
の
26
の
６
第
１
項
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
長
等
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
生
命
等
の
保
護
の
措
置
を

的
確
か
つ
迅
速
に
講
ず
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
応
援
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
他
の
地
方
公
共

団
体
の
長
等
に
対
し
、
応
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
応
援
を

求
め
ら
れ
た
地
方
公
共
団
体
の
長
等
は
、
正
当
な
理

由
が
な
い
限
り
、
当
該
求
め
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

イ
　
都
道
府
県
に
よ
る
応
援
の
要
求
及
び
指
示

第
２
５
２
条
の
26
の
７
第
１
項
に
お
い
て
、
都
道

府
県
知
事
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町

村
の
実
施
す
る
生
命
等
の
保
護
の
措
置
が
的
確
か
つ

迅
速
に
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
特
に
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ

き
応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を

除
き
、
市
町
村
長
等
に
対
し
、
他
の
市
町
村
長
等
を

応
援
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ

れ
、
同
条
第
２
項
で
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
第
１

項
の
応
援
の
求
め
の
み
に
よ
っ
て
は
応
援
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
応
援
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
を
除
き
、
市
町
村
長
等
に
対
し
、
他
の

市
町
村
長
等
を
応
援
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。

ウ
　
国
に
よ
る
応
援
の
要
求
及
び
指
示

第
２
５
２
条
の
26
の
８
第
２
項
及
び
第
３
項
に
お

い
て
、
各
大
臣
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
国
民
の
安
全
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
又
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
都
道
府
県
の
知
事
等
（
以
下
「
事
態
発
生

都
道
府
県
の
知
事
等
」
と
い
う
。）
及
び
当
該
国
民

の
安
全
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
又

は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
市
町
村
の
長
等
（
以
下

「
事
態
発
生
市
町
村
の
長
等
」
と
い
う
。）
の
実
施
す

る
生
命
等
の
保
護
の
措
置
が
的
確
か
つ
迅
速
に
講
ぜ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
応
援
す
る

こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
当
該

事
態
発
生
都
道
府
県
の
知
事
等
以
外
の
都
道
府
県
知

事
等
（
特
に
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
事
態
発
生
市
町
村
の
長
等
以
外
の
市
町
村
長
等
を

含
む
。）
に
対
し
、
当
該
事
態
発
生
都
道
府
県
の
知

事
等
又
は
当
該
事
態
発
生
市
町
村
の
長
等
を
応
援
す

る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
同
条
第
４
項
で
は
、
各
大
臣
は
、
第
２
項

又
は
第
３
項
の
応
援
の
求
め
の
み
に
よ
っ
て
は
応
援

が
円
滑
に
実
施
さ
れ
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の

法
律
の
規
定
に
基
づ
き
応
援
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除
き
、
事
態
発
生
都
道
府
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県
の
知
事
等
以
外
の
都
道
府
県
知
事
等
又
は
事
態
発

生
市
町
村
の
長
等
以
外
の
市
町
村
長
等
に
対
し
、
当

該
事
態
発
生
都
道
府
県
の
知
事
等
又
は
当
該
事
態
発

生
市
町
村
の
長
等
を
応
援
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。

エ
　
職
員
の
派
遣
の
あ
っ
せ
ん

第
２
５
２
条
の
26
の
９
第
１
項
に
お
い
て
、
地
方

公
共
団
体
の
長
等
は
、
国
民
の
安
全
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
す
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
生
命
等
の
保
護
の
措
置
を

的
確
か
つ
迅
速
に
講
ず
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
他
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
職
員
の
派

遣
の
あ
っ
せ
ん
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
除

き
、
各
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
第

２
５
２
条
の
17
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
職
員
の
派
遣

に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

さ
れ
、
第
２
５
２
条
の
26
の
10
に
お
い
て
、
地
方
公

共
団
体
の
長
等
は
、
第
２
５
２
条
の
26
の
９
に
よ
る

あ
っ
せ
ん
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
所
掌
事
務
の
遂

行
に
著
し
い
支
障
の
な
い
限
り
、
適
任
と
認
め
る
職

員
を
派
遣
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
さ
れ
た
。

３　

施
行
期
日

改
正
法
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
３
月
を
経

過
し
た
日
（
令
和
６
年
９
月
26
日
）
か
ら
施
行
す
る

も
の
と
さ
れ
た
。た
だ
し
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
方
針
の
策
定
等
の
制
度
化
に
係
る
規
定
に
つ

い
て
は
令
和
８
年
４
月
１
日
に
、
公
金
の
収
納
事
務

に
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
活
用
す
る
た
め
の
規
定
の
整
備
に

係
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
公
布
の
日
（
令
和
６
年
６

月
26
日
）
か
ら
起
算
し
て
２
年
６
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
に
施
行
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

４　

お
わ
り
に

改
正
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
本
通
知
発
出
後

も
、
適
宜
、
各
規
定
の
運
用
の
基
本
的
な
考
え
方
及

び
留
意
事
項
に
つ
い
て
の
通
知
の
発
出
や
全
国
の
地
方

公
共
団
体
へ
の
説
明
会
を
実
施
す
る
等
、
改
正
法
の

適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
の
周
知
が
行
わ
れ
て
い
る
。

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
各
改
正
項
目

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
必
要
な
対
応
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


